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第１章概説
１ - １）はじめに

SSK82C79 は業界標準のキーボード／ディスプレイ・インターフェース・デバイス I8279 とコンパチブルな LSI で

す。８ビット CPU バスに直結し、最大 64 ＋ 2 接点のキーボードと、16 桁× 8 ビットの表示を制御します。

弊社の既存のキーボード／ディスプレイ制御 LSI SSK814/830 はキー・ディスプレイの近くに制御 LSI を置き、ホ

スト CPU とはシリアル通信で接続するというコンセプトで、I8279 と共存してきました。

大手メーカーがI8279の出荷を停止してきたため、やはりCPUバスに直接搭載したキーボード／ディスプレイ制御

LSI も欲しいというユーザーの声が大きく、弊社で新たにコンパチブルな LSI を開発することにしました。

ただ、オリジナル・チップの内部仕様（回路図やマスク情報）を入手したわけでは無く、公表されている複数のメー

カーのデータブックや、実物の信号をチエックして仕様を取りまとめ、弊社で独自に設計したものです。

プロセスは最新の CMOS のゲートアレー技術を使っており、電気特性は従来のものより改善されています。

１ - ２）SSK82C79 の主な機能・特徴

１）キーボード接点数 -------------------- 8 × 8 ＝ 64 ＋ 2（CNTL ＋ SHIFT）

２）入力 FIFO ------------------------------- ８バイト

３）キーアクセス -------------------------- ２キーロックアウト、Ｎキーロールオーバー

４）その他の入力 -------------------------- センサーマトリックス、ストローブ入力

５）表示桁数 -------------------------------- 8 × 16 桁＝ 128

６）電源電圧範囲 -------------------------- 5V ± 10%

７）動作温度 -------------------------------- － 40 ～ ＋ 85℃

８）パッケージ ----------------------------- QFP 44 Pin

９）その他の特徴

入力信号は全てヒステリシス入力で、ノイズに強くなっています。

RL0-7# 入力は CMOS レベル・ヒステリシス入力で、ノイズマージンが大きくなっています。

出力ローレベル・シンク電流は 9mA（Min）で既存製品の４倍有ります。

CPU アクセス・タイムは 50n 秒（Max）と既存製品の２倍以上高速です。

図 1-1）SSK82C79 ブロック図
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第２章入出力信号
２ - １）SSK82C79 端子配列

図 2-1）で SSK82C79 のピン配列を示します。

SSK82C79 はプラスチック QFP 44 Pin パッケージに

入っています。I8279と信号順番は合わせ、パターンの

変更が簡単にできるようになっています。

追加の4 Pin は電源関係強化に使っており、グランド

は４本、VCC ラインは２本持っています。これらは全

て電源ラインになるべく太い線で接続し、複数の積層セ

ラミックコンデンサでバイパスしてください。

図 2-1）SSK82C79 ピン配列
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２ - ２）SSK82C79 端子機能

信号名にCS#のように"#"マークがついていれば、低

レベルがアクティブな負論理信号を示します。その他は

正論理信号を示します。

電圧レベルの高低にかかわらず、信号がアクティブで

あることを示すのに「アサート」、信号が非動作である

ことを示すのに「ネゲート」という言葉を使います。

【１】CLK [43 ] -- --- --- --- --- ---- --- --- --- --- IN

内部タイミング信号を作り出すため、システムから入

力するクロック信号です。

内部基準クロックを 100KHz とするために、CLK 入

力を[Com.1]プログラムクロックで 2-31 分周します。

例えば、CLK に 3MHz のクロックを入力し、[Com.1]

に30をセットすることで、内部基準クロックを100KHz

とします。

CS#等のCPU側インターフェース信号は、CLKとは

全く非同期に動作します。

【２】RESET [5 ] -- --- --- --- --- ---- --- --- --- IN

High レベルにすることで、SSK82C79 は初期状態に

セットされます。

その時の内部状態は図 2-2）に示します。

RESET アサート中は内部タイミング・カウンタもク

リアされます。RESET をネゲートになるとすぐにカウ

ントを始めます。

図 2-2）リセット直後の状態

Com.0 01000 16 × 8 表示、左置数、エンコード走査、２キーロックアウト

Com.1 11111 分周比＝ 31

Com.2 1X000 センサ RAM アドレス＝ 0、Auto Increment

Com.3 10000 表示 RAM 読み出しアドレス＝ 0、Auto Increment

Com.4 10000 表示 RAM 書き込みアドレス＝ 0、Auto Increment

Com.5 X0000 Display RAM Not Write Inhibit、Not Blank Out

Com.6 00000 クリア命令無し、Blank Code Not Set

Com.7 0XXXX リセットしない

FIFO Status 00000000 FIFO ＝ 0, Eroor ＝ 0

IRQ 0 割り込み出力＝ 0

Data Read Key FIFO Data Mode

Write Data Display RAM Address ＝ 0

Display RAM 不定

FIFO RAM 不定

【３】CS#  [19 ] -- --- --- --- --- ---- --- --- --- --- IN

チップセレクト信号です。通常 CPUの上位アドレス

をデコードし、Low 入力で SSK82C79 をアクセスしま

す。

【４】A0 [18 ] -- --- --- --- --- ---- --- --- --- --- -- IN

通常 CPU の最下位アドレスを入力し、下のように

データ・命令を切り替えます。

０：表示データの書き込み。

　　キー・表示データの読み出し。

１：命令データの書き込み。

　　ステータスデータの読み出し。

【５】RD#  [6 ] -- --- --- --- --- ---- --- --- --- --- - IN

読み出しストローブ信号です。Low にすることに

よって、キー・表示データ又はステータスデータを読み

出すことができます。

【６】WR# [7 ] -- --- --- --- --- ---- --- --- --- --- - IN

書き込みストローブ信号です。Low にすることに

よって、表示データ又は命令データを書き込むことがで

きます。

なお、CS#, A0, RD#, WR#信号全てがLowになると、

SSK82C79はテストモードとなり、本来と全く違う信号

が入出力される可能性があります。リンギング等の極短

時間でも、このようにならないように気をつけてくださ

い。
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【７】DB0-7  [9 - 16 ] -- --- --- --- --- ---- --- -- I / O

CPU とデータをやり取りする８ビット幅の双方向

データバスです。

CS# がアサートしてており、RD# がアサートされる

と SSK82C79 から CPU へ、WR# がアサートされると

CPU から SSK82C79 へデータ転送が行われます。

CS#がネゲートされるとハイ・インピーダンス状態と

なり、バスと切り離されます。

【８】IRQ  [44 ] -- --- --- --- --- ---- --- --- --- OUT

CPU への割込み要求信号です。IRQ がアサート／ネ

ゲートされる条件を下に示します。

１）キー入力・ストローブ入力モードでデータが入力し

て、FIFOにデータが入ったときアサートされます。

CPU が FIFO データを読み出すタイミングでネ

ゲートされます。データを読み出してもFIFOにデー

タが残っていると、IRQは再びアサートします。FIFO

が空になるとネゲートしたままとなります。

２）キー入力Ｎキーロールオーバー時、Com.7エラーモー

ドセットでE＝1を書き込んだ特殊エラーモードに

なり、１デバウンスサイクルに複数のキーがＯＮに

なったとき、特殊エラーとして、IRQがアサートし

ます。

FIFOステータス・クリア命令（CF, CA)で IRQは

ネゲートされます。

３）センサー・マトリックス・モードで64キーのうち１

キーでも変化すれば、そのスキャンの終わりでIRQ

をアサートします。

Com.7エンドインターラプト命令の書込みで、IRQ

はネゲートされます。

【９】SL0 -3  [31 -34 ] -- --- --- --- --- ---- -- OUT

キースイッチ・センサーマトリックス入力や、表示桁

を走査する信号出力です。

４ビットで 8 or 16 桁のエンコード信号を、又は４桁

のデコードされた信号を出力します。

【10】RL0 -7#  [37 ,38, 40 ,41 ,1 -4 ] -- --- -- IN

キー・センサーマトリックス入力のリターン信号や、

ストローブ・データ信号入力ピンです。内部に標準50K

Ωのプルアップ抵抗を持っています。

I8279 の説明書では負論理マークが入っていません

が、実際、入力が Low の負論理入力でＯＮと認識され

るため "#" マークを付けています。

SSK82C79 では RL0-7# 入力は CMOS レベルのシュ

ミット入力としています。そのため、オリジナルよりノ

イズマージンが大きくなっています。

【11】SHIFT  [ 35 ] -- --- --- --- --- ---- --- --- -- IN

キースイッチ入力モードで、キーコード・ビット６に

直接反映される、入力信号です。通常シフト・キーとし

て使います。内部に標準50KΩのプルアップ抵抗を持っ

ています。

SHIFT入力は入力レベルが、そのまま正論理でビット

６に出力されます。キーがＯＮして、Lowレベルが入っ

たとき、ビット６に０が出力されます。

【12】CNTL /STB [36 ] -- --- --- --- --- ---- -- IN

キースイッチ入力モードで、キーコード・ビット７に

直接反映される、入力信号です。通常コントロール・

キーとして使います。内部に標準 50K Ωのプルアップ

抵抗を持っています。

CNTL入力は入力レベルが、そのまま正論理でビット

７に出力されます。キーがＯＮして、Lowレベルが入っ

たとき、ビット７に０が出力されます。

ストーローブ入力モードでは、RL0-7#入力のラッチ・

クロックとなります。STB Low レベルでデータを読み

込み、High への立ち上がりで FIFO に取り込みます。

【13】OUTB0 -3 ,  OUTA0 -3  [29 -22 ] OUT

表示のための８ビットデータ出力です。

4, 8, or 16 種類のデータを SL0-3 と同期して、時分割

で出力します。また、SL0-3の切り替り時にはブランク

コードを出力し、表示の乱れを防ぎます。

これは、２本の４ビットコードと見ることもでき、４

ビット単位で書込みやブランク制御をすることもできま

す。OUTB0-3 がデータバスの下位４ビット、OUTA0-3

が上位４ビットに相当します。

【14】BD#  [20 ] -- --- --- --- --- ---- --- --- -- OUT

表示出力がブランクであることを示す信号です。

SL0-3 の切り替り時、及び OUTB0-3, OUTA0-3 の８

ビット全部がブランクモードのとき、Low になってブ

ランクであることを示します。
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第３章命令
CS# ＝ 0, A0 ＝ 1 でWR# ＝ 0 からの立ち上がりエッ

ジで、CPU からの命令データを記憶します。

DB0-7の８ビットデータは、上位３ビットで８本の５

ビットレジスターを選択し、書き込むことになります。

ここで、上位３ビットの番号を基に、Com.0-7の番号

をつけ、ビット単位で設定データを説明します。なお、

"*" マークはリセット直後の初期設定値を示します。

命令データは書込み専用で、読み出すことはできませ

ん。

Com.0】モードセット

表示モード、キー入力モード及びSL0-3の出力モード

の設定を行います。

エンコードモードでは SL0-3 で 24 ＝ 16 桁、又は８

桁の表示、及び８行のキー読み込みを行います。デコー

ドモードは４桁の表示、４行のキー読み込みを行いま

す。

リセット直後は「16 × 8 表示、左置数、エンコード

走査、２キーロックアウト」に設定されます。

図 3-1）Com.0 ビット・セット

4  3  2  1  0
D1 D0 K1 K0 SM

Scan Mode
0:Encoded Scan
1:Decoded Scan

Key Mode
00:2 Key Lockout
01:N Key Rollover
10:Sensor Matrix
11:Strobed Input

Display Digit Number
0:8 Digits
1:16 Digits

Display Entry
0:Left Entry
1:Right Entry

*

*

*

*

0 0 0
7 6 5

Com.1】プログラム・クロック

内部基準クロックを造るため、CLK 入力を分周する

プリスケーラの分周比を設定します。

内部基準クロックは標準 100KHz をつくり、10.24 m

秒のキーデバウンス時間や表示走査時間を作り出しま

す。

５ビットのプリスケール値P4-0は2-31の値を設定す

ることができ、最高3.1 MHzの CLK入力をサポートす

ることになります。P4-0 に 0 or 1 のデータを書き込ん

だ時は 2 に設定されます。

RESET 入力後の初期値としては 31 がセットされま

す。クリア・コマンド等の他の命令ではこの値は変わり

ません。

図 3-2）Com.1 ビット・セット

4  3  2  1  0
P4 P3 P2 P1 P0

Prescaler Data

00000-*11111

0 0 1
7 6 5
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Com.2）センサー RAM
　　　　　読出しアドレス設定

センサー・マトリックスモードのとき、センサーRAM

のデータ読み出しアドレスを設定します。

１度設定すると、データ読み出しの度に設定する必要

は有りません。

A2-0 の３ビットで８行のセンサー RAM アドレスを

設定し、次のデータ読み出しでセンサーRAMデータを

読み出します。

デコードモードでは A2 の値は無視されます。

AI ビットが１であれば、センサー RAM 読み出しで

アドレスをインクリメントし、連続したアドレスのデー

タを次々に読み出すことができます。

キー読み込み・ストローブ入力のときはセンサー

RAM は FIFO として働き、設定データは意味を持ちま

せん。

どのモードであっても、Com.3命令で表示RAM読み

出しモードに設定されていたとき、Com.2 命令でセン

サー RAM or FIFO RAM データ読み出しモードに切り

替えます。

Com.2 の設定データは Com.3 の設定データに、及び

その逆方向にも、影響は及ぼしません。

図 3-3）Com.2 ビット・セット

4  3  2  1  0
AI    A2 A1 A0

Sensor RAM Address

Auto Increment

0:Not Auto Increment
1:Auto Increment

*

*

0 1 0
7 6 5

000-111

X

Com.3】表示 RAM
　　　　　読出しアドレス設定

表示データを読み出すためのアドレスを設定します。

１度設定すると、データ読み出しの度に設定する必要

は有りません。

A3-0の４ビットで16桁の表示RAMアドレスを設定

し、次のデータ読み出しで表示RAMデータを読み出し

ます。

８桁表示のときはA3の値を、デコードモードではA3,

A2 の値は無視されます。

AI ビットが１であれば、表示 RAM 読み出しでアド

レスをインクリメントし、連続したアドレスのデータを

次々に読み出すことができます。

RESET 直後はデータ読み出しを行なうと、センサー

RAM or FIFO RAM のデータ読み出しになっています。

Com.3はこれを表示RAM読み出しモードに変更する機

能も持っています。

Com.3の設定データは Com.4の A3-0, AI と同じレジ

スターに設定されます。Com.3, Com.4 への設定値は、

各々そのまま相手に影響を及ぼします。

Com.3 の設定データは Com.2 の設定データに、及び

その逆方向にも、影響は及ぼしません。

図 3-4）Com.3 ビット・セット

4  3  2  1  0
AI A3 A2 A1 A0

Display RAM Address

Auto Increment

0:Not Auto Increment
1:Auto Increment

*

*

0 1 1
7 6 5

0000-1111
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Com.4】表示 RAM
　　　　　書込みアドレス設定

表示データを書き込むためのアドレスを設定します。

１度設定すると、データ書き込みの度に設定する必要

は有りません。

A3-0の４ビットで16桁の表示RAMアドレスを設定

し、次のデータ書き込みで表示RAMデータを書き込み

ます。

８桁表示のときはA3の値を、デコードモードではA3,

A2 の値は無視されます。

AI ビットが１であれば、表示 RAM 書き込みでアド

レスをインクリメントし、連続したアドレスにデータを

次々と書き込むことができます。

Com.4 は読み出しモードの切り替えには影響しませ

ん。すなわち、Com.3命令が設定されない限り、データ

読み出しでキーコードを読み込み、データ書込みで表示

RAM への書込みを行なうことになります。

Com.4の設定データは Com.3の A3-0, AI と同じレジ

スターに設定されます。Com.3, Com.4 への設定値は、

各々そのまま相手に影響を及ぼします。

Com.4 の設定データは Com.2 の設定データに、及び

その逆方向にも、影響は及ぼしません。

図 3-5）Com.4 ビット・セット

4  3  2  1  0
AI A3 A2 A1 A0

Display RAM Address

Auto Increment

0:Not Auto Increment
1:Auto Increment

*

*

1 0 0
7 6 5

0000 - 1111

Com.5】表示制御

表示データ８ビットを、２つの４ビット単位にして、

RAMへの書き込み禁止、及びブランク制御をしていま

す。

BA/BB を１に設定すれば、上 / 下位各４ビット出力

に対して、ブランクコードを出力します。ブランクコー

ドはクリア命令（Com.6）のCD1, 0 で指定した値です。

ここで、ブランクに設定しても表示RAMの値には影

響を与えません。OUT0-7の出力がブランクコードに変

わるだけです。再びブランク OFF にしたら、以前の表

示データが、そのまま出力されます。

BA, BB 双方を１にして、８ビット全てブランクにし

たら、BD# 出力を全時間アサートし、外部回路にもブ

ランクであることを知らせます。

IA/IB を１に設定すれば、上 / 下位各４ビットに対し

て、書き込みを禁止します。４ビットデータとしたと

き、他方の４ビットに影響を与えずに、８ビットバス

（DB0-7）を通して書き込むことができます。

図 3-6）Com.5 ビット・セット

4  3  2  1  0
IA IB BA BB

Blank code to OUTB0-3

*

1 0 1
7 6 5

0:Not Blank
1:Blank code out

Blank code to OUTA0-3

*0:Not Blank
1:Blank code out

Write Inhibit to OUTB0-3

*0:Not Inhibit
1:Write Inhibit

Write Inhibit to OUTA0-3

*0:Not Inhibit
1:Write Inhibit

X
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Com.6】クリア命令

Bit 4：CD ＝ 1 で書き込むと、D1, D0 で示すブラン

クコードを表示RAMの全エリアに書き込みます。以前

の表示 RAM データは全て消去されます。

実際の表示RAMへの書き込みは、クリア命令の書き

込みのWR#の立ち上がりから、4 CLK時間かかります。

その間ステータスのBit 7：DUは１となります。この時

間はオリジナル（I8279）より、かなり短いものと思わ

れます。

Bit 1：CF ＝ 1で書き込むと、その他のステータスを

クリアします。その項目を列挙すると、次の通りとなり

ます。

１）FIFOカウンタをクリします。その結果、ステータス

のビット5-0は０クリアされ、FIFOに残っていた

データはクリアされる状態になります。

２）マトリックス・モードであればセンサーRAMポイン

ターは０となります。すなわちCom.2で設定された

アドレスは０になります。なお、Com.2で設定され

たAIビットはクリアされず、そのまま残ります。

３）ステータスのビット６ S/Eも０クリアされます。こ

れは、Ｎキーロールオーバーの特殊エラーモードの

エラー、又はマトリックス・モードで、センサー・ス

イッチが１つでもＯＮであれば１になるビットです。

以上、ステータスのビット6-0は全て０クリアされま

す。

Bit 0：CA ＝ 1 で書き込むと、CD と CF が共にセッ

トされたのに加えて、内部カウンタのリセットも行ない

ます。

図 3-7）Com.6 ビット・セット

4  3  2  1  0
CD D1 D0 CF CA

Clear All Status

0:Not Clear
1:Clear All Status

Display Blank Code

0X:Data = 00h
10:Data = 20h
11:Data = FFh

Clear FIFO Status

0:Not Clear
1:Clear FIFO Status

Clear Display Data

0:Not Clear
1:Blank Code Write

*

*

*

*

1 1 0
7 6 5

Com.7】割込み終了命令

マトリックス・モードでこの命令を書き込むと、IRQ

出力をネゲートし、マトリックス・データの読み込みを

再開します。

この時 Bit 4：E ＝ 0 であれば、マトリックスデータ

の比較のデータ初期設定からからやり直します。すなわ

ち１通りのデータ読み込みが終わるまでデータ比較をせ

ず、２回目から１回目のデータと比較を始めます。ま

た、E＝0でこの命令を書き込んだ後、センサー・マト

リックス読み出しで、入力の１つでもＯＮがあればス

テータス Bit6：S/E を１にします。

E＝1であれば、読み込みの再開と同時に前のセンサ

RAMに記憶されていたデータと比較を始めます。この

時、ステータス S/E は常に０のままです。

Nキーロールオーバーモードで、E＝1にセットする

と、１デバウンスサイクルに複数のキーが ON になる

と、エラーとみなし、ステータスBit6：S/Eを１にして、

IRQをアサートし、以降のキー入力を禁止する機能を持

ちます。

図 3-8）Com.7 ビット・セット

4  3  2  1  0
 E  X  X  X  X

Error Mode

0:Sensor Matrix Mode S/E Set
1:N Key Rollover Special Error

*

1 1 1
7 6 5
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第４章 SSK82C79 の動作
４ - １）CPU インターフェース

SSK82C79の CPU接続は、標準的な 80系 I/O デバイ

ス I/F にしたがいます。

CPUから見て、CS#＝ 0, RD#＝ 0 でデータを読み込

み、CS# ＝ 0, WR# ＝ 0 でデータを書き込みます。

内部レジスタ切り換えのためにA0があり、読み込み・

書き込み各々に２本のレジスタを認識します。

命令データは８ビットを 3 ＋ 5 ビットに分け、８本

の５ビット命令レジスタとしています。

データ読み込みはキーコード等の入力データと、表示

RAMデータの読み出しに分けるため、Com.2, Com.3の

命令を持っています。

CS#, RD#, WR#, A0全てが０の時、テストモードにな

ります。

これらの様子を表 4-1 にまとめました。

表 4-1）SSK82C79 レジスタ

４ - ２）タイミング

SSK82C79 の動作は、CLK 入力信号を元にタイミン

グを取っています。

CLK 信号はまずプリスケーラに入って、2-31 分周し

て100KHzの基準クロックを作ります。プリスケーラの

分周比はプログラム・クロック（Com.1）で設定します。

CLK入力は200K-3.1MHzの範囲を取ることができるこ

とになります。

基準クロックの 100KHz は大きく変わると、表示や

キー読み込みのチャタリング処理に影響が出ます。表

示・キーデバウンスサイクルは基準クロックの1024倍

となります。

表示サイクルは60Hzより大きくしないとチラツキが

気になります。そのため、基準クロックは 60KHz 程度

が下限になります。通常、キーのチャタリング時間は

10m秒程度と言われているため、100KHz程度が上限に

なります。

基準クロックを８分周して１キー入力、それを８分周

した 640 μ秒で、１行分のキー入力及び１桁分の表示

を行ないます。

表示の桁（SL0-3）が変わる時、表示データの出力

（OUT0-7）とのタイミングの微少な違いが表示に表れな

いように、前後にブランク信号（BD#）をアサートし、

ブランクコード（OUT0-7）を出力します。

640μ秒を８分周した、5.12m秒がキーを１通り読み

出すキー・リード・サイクルとなります。

640 μ秒を 16 分周した、10.24m 秒が 16 桁の表示サ

イクルとなります。

また10.24m秒は、キーのチャタリングをとりのぞき

データを取り込むための時間であり、キー・デバウン

ス・サイクルともなります。この間に３回キーデータを

読み込み、３回とも同じキーが ON であれば、FIFO に

取り込むことになります。

表示桁数が８桁のときは、10.24m 秒の間に２回同じ

データが表示されます。エンコード走査のときは、

10.24m 秒の間に４回同じデータが表示され、１桁の表

示時間は変わりません。

これらの様子を図 4-1 にまとめました。

#SC #DR #RW 0A 3/2.moC 作動

1 - - - - tceleStoN

0 0 1 0 *2.moC ataDMAR/0FIF し出読

0 0 1 0 3.moC ataDMARyalpsiD し出読

0 0 1 1 - sutatS し出読

0 1 0 0 - ataDMARyalpsiD み込書

0 1 0 1 - ataDdnammoC み込書

0 0 0 0 - edoMtseT
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図 4.1）SSK82C79 のタイミング信号

例:Com.1=00100101b

100KHz=10μs

CLK

RL0 RL1 RL2 RL3
80μs

キーデータ
読込み

SL0

80μs70μs 640μs

490μs

OUT0-7

BD#

ブランク
コード

ブランク
コード

表示データ 表示データ

SL0

SL1

SL2

SL3

エンコード走査

10.24ms表示サイクル

RLn
10.24msキーデバウンスサイクル

キーコード to FIFO

SL0

SL1

SL2

SL3

デコード走査

キー走査 キーデバウンスサイクル開始
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４ - ３）キーデータ読み込み

キーデータ読み込み方式は Com.0 の Bit 2,1：K1, K0

２ビットで設定します。

4 -3 -1）走査キーボード
　　　　　２キーロックアウト

１つのキーだけが１デバウンスサイクル（10.24 m秒）

ON であれば、そのキーが有効であると認識し、キー

コードを FIFO に取り込みます。

１デバウンスサイクルに他のキーがONであれば、双

方のキーとも有効とはみなさず、ただ１個のキーのみが

ONになるまで待ちます。また、FIFOに取り込んだキー

が引き続き ON であれば、それが OFF になるまで、他

のキー入力を受け付けません。

データコードは下位３ビットにRL0-7#をエンコード

した値、Bit 5-3 に SL2-0 の値、Bit 6 に SHIFT入力、Bit

7 に CNTL 入力が入ります。

デコードモードのときは８×４＝32キーだけが有効

です。キーコードの Bit 5 は必ず０になります。１デバ

ウンスサイクルは10.24 m秒であることに変わりはあり

ません。

キーコードの構造はＮキーロールオーバーも同じで

す。

4 -3 -2）走査キーボード
　　　　　Ｎ（４）キーロールオーバー

Ｎキーロールオーバーは同時に複数のキー入力を受け

付けます。

各キーに対して１デバウンスサイクルの間 ON であ

れば、他のキー入力は関係なく、キーコードをFIFOに

取り込みます。ただし、１デバウンスサイクルには１

キー入力しか受け付けません。同時に複数のキーがON

になった時は、１デバウンスサイクル毎に１つのキー

コードが FIFO に書き込まれることになります。

１度 ON になったキーは OFF になるまで、再びキー

コードを転送しないように監視しなければなりません。

そのため、同時入力可能キー数の監視回路が必要とな

り、１度に入力できるキー数に制限がでてきます。オリ

ジナルの I8279 はここをどのように処理しているのか

不明です。SSK82C79は４回路持ち、最大同時４キー入

力までサポートするようにしました。この値はオリジナ

ルと違う可能性があります。

4 -3 -2 -1）特殊エラーモード

Com.7　Bit4：E ＝ 1 にセットすると、１デバウンス

サイクルに複数のキーが ON になると、エラーとみな

し、ステータス Bit6：S/E を１にして、IRQ をアサート

し、以降のキー入力を禁止します。

Com.6　Bit 1：CF or Bit 0：CA に１を書き込めば、

S/E を０にして、IRQ をネゲートします。

図 4-2）キー読み込みサイクル

Key1

Key2

Key3

1 Debounce Cycle

1 Debounce Cycle

Key1

Key2

Key3

1 Debounce Cycle

1 Debounce Cycle

1 Debounce Cycle

デバウンスサイクル開始 データ FIFO へ転送

２キーロックアウト

Ｎキーロールオーバー
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4 -3 -3）センサー・マトリックス・モード

センサー入力をセンサーRAMのビットに１対１対応

させたものです。

キー・リード・サイクル（5.12m秒）で読み込んだデー

タは、そのままセンサーRAM に入るため、最短5.12m

秒ごとにデータが変わります。デバウンス処理は行ない

ません。

キー・リード・サイクルが終了した時点で、入力デー

タと１サイクル前のデータが違っていれば、IRQ をア

サートし、センサー入力を停止します。

ここで、CPU がデータを読み込めば、変化後の新し

いデータを読み込むことになります。

センサーマトリックスモードでの典型的な読み込みは

Com.2　Bit4：AI＝ 1 とし、CPU は８回分、全 64 ビッ

トのデータを読み込み、その後、Com.7割込み終了命令

で IRQ をネゲートします。

IRQ をネゲートした後、読み込みを再開します。

Com.7のBit4：Eの設定によって、再開の仕方が違って

きます。

E＝0であれば、マトリックスデータの比較のデータ

初期設定からやり直します。すなわち１回目のデータ読

み込みではデータ比較をせず、２回目から１回目のデー

タと比較を始めます。

E＝1であれば、読み込みの再開と同時に前のセンサ

RAM に記憶されていたデータと比較を始めます。

Com.2　Bit4：AI ＝ 0 であれば、CPU の１度のデー

タ読み出しで IRQ をネゲートし、次のサイクルからセ

ンサー読み込みを再開することになります。この時、読

み込みの再開と同時に前のセンサRAMに記憶されてい

たデータと比較を始めます。

4 -3 -4）ストローブ入力モード

CTRL/STB 入力を入力クロックとした、RL0-7 から

DB0-7 への FIFO 回路になります。

RL0-7 入力は 0, 1 反転して、CPU のデータ読み込み

で、DB0-7 に読み出されます。

デバウンス処理は行ないません。

CTRL/STB 入力の Low レベルでラッチし、その立ち

上げで FIFO に取り込みます。

図 4-3）SSK82C79 読み出しデータ

7   6   5   4   3   2   1   0

RL0-7#をエンコードした値

CNT SFT SL2 SL1 SL0 ER2 ER1 ER0

7   6   5   4   3   2   1   0
RL7 RL6 RL5 RL4 RL3 RL2 RL1 RL0

２キーロックアウト
Ｎキーロールオーバー・キーコード

センサーマトリックス
ストローブ入力・読み出しコード

CS#=0, RD#=0, A0=0
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4 -3 -5）FIFO の読み出し
　　　　　とステータス・レジスター

読み込んだキーコード、又はストローブ入力モード時

の RL0-7# データは、最大８バイトの FIFO レジスタに

入ります。

ステータス・レジスタの値は CS# ＝ 0, RD# ＝ 0, A0

＝ 1で CPU に読み出されます。ステータス・レジスタ

の下位６ビットは FIFO 関係のステータスです。

ステータスの下位３ビット（N2-0）は FIFOに記憶さ

れているバイト数をあらわし、FIFO に入力するたびに

１ずつアップし、CPU 側から読み出すたび１ずつダウ

ンしていきます。

８バイトの FIFO が満載になると、Bit3：F に１が立

ちます。それ以上データを入力しようとすると、BIt 5：

Oオーバー・ランが１になり、そのデータは FIFOに入

りません。

FIFO が空（N2-0 ＝ 0）になのに、CPU 側からデータ

を読み出そうとすると、BIt 4：Uアンダー・ランが１に

なり、その時のデータは意味を持ちません。

FIFO関係のステータスは、Com.6　Bit 1：CF又はBit

0：CA に１を書き込むことによって、全て 0 クリアさ

れます。

FIFO にデータが入ると IRQ はアサートし、CPU に

データ読み込み可能であることを知らせます。

CPUがFIFOデータを読み出すと、CS#, RD#がアサー

トしている間 IRQはネゲートします。FIFOにデータが

残っていると、IRQは再びアサートし、次のデータ読み

込みを要求します。FIFOが空になるとネゲートしたま

まとなります。

Bit 6：S/E は２種類ののエラーモードに対応します。

センサー・マトリックス・モードで Com.7　Bit 4：E

＝ 0 に設定したとき、センサー・スイッチの１つでも

ON であると、S/E フラグが１になります。E ＝ 1 であ

れば S/E は１になることは有りません。

Ｎキーロールオーバーモードで、Com.7　Bit 4：E ＝

1に設定したとき、１デバウンスサイクル内に２個以上

のキーが ON であれば、スペシャルエラーとなって S/

E フラグが１になります。それと同時に IRQ をアサー

トし、キーコードの FIFO への書込みを停止します。

S/E は Com.6　Bit 1：CF 又は Bit 0：CA に１を書き

込むことによって、クリアされます。

Bit 7：DU ＝ 1 は表示RAM への初期設定データの書

込み中を示します。Com.6　CD ＝ 1 の書込み命令から

４CLK時間１となります。CLKが3 MHzであれば、1.3

μ秒間１であることになります。この間、表示RAMへ

の書込みはできません。

7   6   5   4   3   2   1   0
S/E  O   U   FDU N2  N1  N0

CS#=0, RD#=0, A0=1

FIFO中の文字数
*000-111

FIFO Full
FIFO Under-run Error
FIFO Over-run Error
Error Status
Display Unavailable

図 4-4）ステータス・レジスタ
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４ - ４）表示データ

表示データ方式は Com.0 の上位２ビットで設定しま

す。Com.0　Bit0 ＝ 1 の時、SL0-3 はデコード出力とな

り、表示も４桁となります。

4 -4 -1）左値数

表示 RAM の０番地が、表示の最も左側に、15 番地

（８桁時７番地、エンコード時３番地）が最も右側に対応

するように割り付けます。

０番地からオートインクルメントでデータ入力する

と、左端から順に表示していきます。17 番目のデータ

は左端に戻り、再び右側へ移動していきます。

表示RAMのアドレスと表示位置とは、１対１対応し、

CPUから指定した任意のアドレスにデータを書き込み、

読み出しができます。

4 -4 -2）右値数

最初の書き込みデータは表示の右端に入り、そこから

左の方に表示されていきます。

この方式は、電卓の数字入力表示を模しています。表

示RAMのアドレスは表示位置と直接対応していないた

め、データ入力の順番等に気をつけなければなりませ

ん。

図4-5にオートインクリメントでの表示データ書込み

状況を示します。上の0-Fが表示桁論理番号、箱の中の

数字は入力桁番号を表します。

4 -4 -3）16 桁表示

SL3-0をデコードして16桁分のデータを出力します。

標準タイミングで１周期10.24m秒に、１桁あたり640

μ秒の時間が割り当てられますが、切替え時のブランク

時間を差し引くと 490 μ秒表示データが出力され、約

1/20 のデュティ比となります。

4 -4 -4）８桁表示

SL2-0 をデコードして８桁分のデータを出力します。

SL3 も 16 桁時と同様に出力するため、デコーダ IC に

は SL3 を接続してはなりません。

標準タイミングで１周期5.12m秒に、１桁あたり640

μ秒の時間に、切替え時のブランク時間を差し引くと

490 μ秒表示データが出力され、約 1/10 のデュティ比

となります。

Com.3, Com.4 で表示 RAM をアクセスするとき、A3

の値は無視され、01111000bは01110000bと同じアドレ

スを指定することになります。

4 -4 -5）４桁表示

SL3-0 からデコードした信号を出力して、４桁分の

データを出力します。標準タイミングで１周期2.56m秒

に、１桁あたり 640 μ秒の時間に、切替え時のブラン

ク時間を差差し引くと、490 μ秒表示データが出力さ

れ、約 1/5 のデュティ比となります。

Com.3, Com.4 で表示 RAM をアクセスするとき、A3,

A2 の値は無視されます。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F 0
1 1

1 2

1 2 3

1 2 3 4 5 6 7 8 9

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

10111213141516

1 2

1 2 3

1 2 3 4 5 6 7 8 910111213141516

2 3 4 5 6 7 8 91011121314151617 2 3 4 5 6 7 8 91011121314151617

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F 0 1

3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F 0 1 2

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F 0

2 3 4 5 1011121314151617 7 8 918
2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F 0 1

10111213141516177 8 9183 4 5 2
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F 0 1 2

10111213141516178 918194 5 2 32 3 4 5 1011121314151617 8 91819

左値数 右値数

1回目

2回目

3回目

16回目

17回目

18回目

19回目

Com.4：10010101　５桁目設定

図４ -5）左・右値数入力データ
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４ - ５）SSK82C79 使用上の注意

SSK82C79は極力オリジナル・デバイスの仕様に合わ

せましたが、製造プロセス・回路構成の違い、公表され

ていない隠し機能、当方の勘違い、等々、置き換えてそ

のまま動かない可能性も有ります。

ユーザー既存の製品に使用するには、実機に

SSK82C79を搭載して動作確認をしていただくようにお

願いします。SSK82C79のQFP 44 Pinを既存のDIPパッ

ケージ・パターンに置き換えることのできる、アダプ

ターボードを用意しています。

置き換えて問題になることが有った場合、些細なこと

でも、弊社に連絡していたどくようにお願いします。問

題点やその対応を、できるだけ広く公表して、他のユー

ザーの便宜をはかりたいと考えています。

4 -5 -1）高速プロセスの影響
　　　　　- ホスト CPU と離している場合

オリジナルの I8279 は 20 年以上前に設計された LSI

です。最近まで使用されていたチップは、それより改版

されてはいますが、10 年程度前のプロセスで製造され

たものです。

SSK82C79 は最新の CMOS プロセスで製造されてい

ます。内部ロジック回路は従来のチップの十倍近いス

ピードで動作します。それは、従来のチップより十倍幅

の狭いノイズに対しても、反応して、誤動作を起こす可

能性があることを示します。

ホストCPUと同じ基板上にSSK82C79を搭載した場

合は、まず心配する必要はありません。

ただ、SSK82C79をホストCPUと別基板に搭載して、

フラットケーブル等で接続している場合、特に WR#,

RD# 信号を SSK82C79 のピン位置で再確認してくださ

い。

4 -5 -1 -1）立ち上がり・下がりのリンギング

信号のインピーダンスマッチングが取れていない場

合、図4-6のように、立ち上がり・下がりに細いリンギ

ングが出ることがあります。

これは数n秒程度の幅で、既存のチップでは無視でき

たかも知れません。

SSK82C79は内部回路の工夫で、立ち下がり時の５n

秒程度の信号を無視するようにしています。より大きな

幅のリンギングがあれば、本来と違うデータがラッチさ

れることになります。SSK82C79は、命令データにレジ

スタ切替えアドレス部を持っているため、違うデータが

そのまま残ってしまう可能性が高くなります。

立ち上がり時は同じデータが２回読み込まれることに

なって、問題はなさそうですが、そうはすみません。そ

の時間が内部フリップフロップのセットアップ・ホール

ドタイムや必要パルス幅を満足していないと、メタス

テーブル状態となって、入力データと無関係に不定デー

タが記憶され、誤動作の原因となります。

細いリンギングが出ていると、今たまたま正常に動作

していても、いつエラーが出るかわかりません。次のよ

うな対策を取り、出ないようにしてください。

１）ホスト側からの引き出し線をなるべく短くする。配

線の予備を見て長くしている場合は、短くカットし

てください。

２）終端抵抗でインピーダンスマッチングを取る。配線

と終端のインピーダンスが合うと、信号の反射が起

きず、このようなリンギングは無くなります。

１本おきにグランドと信号を配置したフラット

ケーブルのインピーダンスは100Ω程度です。SCSI

バス用の終端抵抗を置くと丁度良いでしょう。ただ

この方法は100Ω負荷を十分駆動できる、ドライブ

ＩＣが必要となります。

３）コンデンサやフェライトコアでリンギングを取る。

上の２項目の対策が不可能であったり、対策をとっ

てもリンギングが無くならないとき、コンデンサを

入力に接続したり、フェライトコアをケーブルに入

れ、波形を鈍らせます。

SSK82C79 は全ての入力をシュミット入力として

います。そのため、立ち上げ・下げが単調に出れば、

その時間が少々かかっても問題となりません。

データ等、他の信号との時間差が問題になるかも

知れません。時間マージンが十分取れていることも

確認してください。

図 4-6）リンギングによるエラー

本来でないデータがラッチされる

最小パルス幅を満足していないため
　ラッチされたデータが化ける

WR#

DB0-7
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4 -5 -1 -2）誘導信号

他の信号の誘導にも気をつけてください。

SSK82C79 は WR#, RD#, A0, CS# が全て０の時、テ

ストモードになります。

WR#, RD# の立ち下がりが他の信号に誘導して、0と

認識されると、テストモードになります。きっちりとテ

ストモードになったらともかく、必要パルス幅を満足し

ていなく、メタステーブル状態となると、どう動くか予

想もつかなくなります。

これも、上のリンギングをとるのと同様の対策が有効

です。

早くいえば、全ての信号が規定の時間関係どおり入っ

ていることを確認すれば良いわけですが、SSK82C79は

既存のI8279より細いノイズに反応して、誤動作を起こ

す可能性が高いかもしれない、ということを忘れない

で、詳細に波形の検査をしてください。

図 4-7）誘導によるエラー

●テストモードになる
●最小パルス幅を満足していないと
　不定モードになる

WR#
RD#

CS#
A0

4 -5 -2）RL0 -7# の入力レベル

RL0-7#の入力はヒステリシス付きのCMOSレベルと

なり、LowからHighへの移動レベルは最大4.0Vとなっ

ています。

通常、SL0-2をデコードしてキー接点に出力するため

に、74LS145等のオープンコレクタ出力ICを使い、RL0-

7#入力を5Vにプルアップするような使い方をします。

この場合、High レベルは 5V になるため、特に問題は

なく、ノイズマージンを大きく取ることができます。

何らかの理由で TTL レベル IC で出力したときは、

Highレベルと認識できないことが起こる可能性があり

ます。キー入力の場合は有り得なさそうですが、スト

ローブ入力モードではTTLバッファが繋がる可能性が

あります。

そのときは、プルアップ抵抗値を小さくしたり、

CMOS バッファに取り替えたり、High レベルを 4V 以

上になるようにしてください。

図 4-8）キー入力回路例

Vcc

S
L
0

S
L
1

S
L
2

S
L
3

R
L
0
#

R
L
1
#

R
L
2
#

R
L
3
#

R
L
4
#

R
L
5
#

R
L
6
#

R
L
7
#

74LS145

SSK82C79

R1-8

R1-8に3.3KΩ程度でプルアップすれば、キーOFF時

RL0-7# 入力はほぼ 5V になる。
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4 -5 -3）Com.2 による FIFO の誤動作

キー入力において、入力 RAM を FIFO として使う、

２キーロックアウト・Ｎキーロールオーバー・ストロー

ブ入力モードで、不用意に Com.2）センサーRAM読み

出しアドレス設定命令を入力すると、余計なデータが読

み出されることがあります。

キー入力RAM を FIFO として動作させるとき、２個

の３ビット・バイナリー・カウンタによって制御を行な

います。１つは入力データを FIFO に書き込む度に１ず

つアップする書込みカウンタ、もう１つは FIFO 内の

データを読み出す度に１ずつアップする読出しカウンタ

です。この２つのカウンターの差を取ることで、ステー

タスレジスタの下位3ビットで示す FIFO 残数となりま

す。この動作を図 4-9 に示します。

読出しカウンタは、Com.2）センサー RAM 読み出し

アドレス設定命令で設定されるレジスターと、共通回路

を使っています。

そのため、Com.2）でアドレス０を示す 40h or 50h を

書き込むと、読み出しカウンタの値が０になってしま

い、以前読み出しずみのデータを、再び読み出すことに

なってしまいます。5）項

通常 FIFO モードの時は、センサー RAMアドレス設

定の必要がなく、COm.2）命令は使う必要がありませ

ん。

表示RAM データを読み出した後、入力RAM読み出

しモードに戻すときは、Com.2）50h と共に、Com.6）F

クリア命令 C2h を書き込んでください。これで、読み

出しカウンタと共に書込みカウンタもクリアされるた

め、FIFO は正常に動作を再開します。

書込カウンタ

読出カウンタ

8×8　RAM

0

0
－ 0

１）初期設定

書込カウンタ

読出カウンタ

8×8　RAM

1

0
－ 1

２）キーデータ書込み

書込カウンタ

読出カウンタ

8×8　RAM

1

1
－ 0

３）データ読み出し

Count up

Count up

書込カウンタ

読出カウンタ

8×8　RAM

2

1
－ 1

書込カウンタ

読出カウンタ

8×8　RAM

2

0
－ 2

５）Com.2）命令 = 50h

書込カウンタ

読出カウンタ

8×8　RAM

2

1
－ 1

６）データ読み出し

Count up

Count up

４）キーデータ書込み

書込・読出カウンタ双方共０で FIFO 残＝０

書込カウンタ１にカウントアップで FIFO 残＝１

読出カウンタ１にカウントアップで FIFO 残＝０

書込カウンタ２にカウントアップで FIFO 残＝１

50h 命令で読出カウンタ０になり FIFO 残＝２

３）と同じデータが読み出され、
　　読出カウンタ１にカウントアップで FIFO 残＝１

図 4-9）FIFO 誤動作の様子
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4 -5 -4）センサー・マトリックス・モード
　　　　　と FIFO ステータスの関係

センサー・マトリックス・モードのセンサーＲＡＭ書

込み・読み出しカウンターと、キー入力モードの FIFO

は、物理的には 同じカウンタを使い、周辺回路にて機

能を変えています。

そのため、センサー・マトリックス・モードで動作し

ても、FIFO ステータスに影響を及ぼしています。

あるユーザーで、２回に１回分のキー入力データを読

み落としているようだとのレポートがありました。

動作フローを追いかけたところ、図 4-10 のような

ルーチンを取っていました。図のエラーチェックのとこ

ろで SSK82C79 のステータスデータを 10111000b で

AND を取っており、FIFO ステータスが立っていたらそ

れをクリアして、データを読み込まないプログラムでし

た。図 4-11 のように、この部分を外したところ、正常

動作となりました。

センサー・マトリックス・モードのときは、FIFO ス

テータスは無視してください。

割込み処理 START

50h Write センサーRAMアドレス設定

ステータス Read

エラー？
 AND10111000b

8 Byte Data Read C2h Write FIFO Clear

F0h Write 割込み終了

ステータス Read

END

YES

NO

割込み処理 START

50h Write センサーRAMアドレス設定

8 Byte Data Read

F0h Write 割込み終了

ステータス Read

END

図 4-10）動作エラーを起こしたルーチン

図 4-11）正常動作ルーチン
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第５章電気特性
５ - １）最大定格

５ - ２）DC 電気特性

TA ＝ -40 ～ 85℃, VCC ＝ 5V ± 10%, GND ＝ 0V

５ - ３）入力容量

号記 目項 件条 格定 位単

V CC 圧電源電 5.0- ～ 5.6+ V

V NI 圧電力入 5.0- ～V CC 5.0+ V

V TUO 圧電力出 5.0- ～V CC 5.0+ V

DP 失損容許 092 Wm

OI 流電力出 02 Am

AT 度温囲周作動 04- ～ 58+ ℃

gtsT 度温存保 56- ～ 051+ ℃

号記 目項 件条 小最 準標 大最 位単

V 1LI （圧電力入ルベレ低 #7-0LR ） 0 － V3.0 CC V

V 1HI （圧電力入ルベレ高 #7-0LR ） V7.0 CC － V CC V

V 1P （圧電ガリト昇上 #7-0LR ） 08.1 － 00.4 V

V 1N （圧電ガリト降下 #7-0LR ） 06.0 － 01.3 V

V 1H （圧電スシリテスヒ #7-0LR ） 03.0 － 05.1 V

V 2LI ）他のそ（圧電力入ルベレ低 0 － 77.0 V

V 2HI ）他のそ（圧電力入ルベレ高 92.2 － CCV V

V 2P ）他のそ（圧電ガリト昇上 51.1 － 45.2 V

V 2N ）他のそ（圧電ガリト降下 95.0 － 58.1 V

V 2H ）他のそ（圧電スシリテスヒ 72.0 － 05.1 V

V LO 圧電力出ルベレ低 I LO ＝ Am9 － － 4.0 V

V HO 圧電力出ルベレ高 I LO ＝ Am5- － － V CC 4.0- V

I 1L （流電クーリ力入 LTNC,TFIHS,#7-0LR ） VI＝ DNG 54- 131- 023- μA

I 2L ）他のそ（流電クーリ力入 VI＝V CC DNG, － ± 01 5- ± 01 μA

R UP （抗抵プッアルプ LTNC,TFIHS,#7-0LR ） 2.71 2.83 001 KΩ

I LFO 流電クーリ力出 － － ± 01 μA

I CC 流電源電 － － Am

号記 目項 件条 小最 準標 大最 位単

C NI 量容力入 V NI ＝ V0 － － 01 Fp

C TUO 量容力出 V TUO ＝ V0 － － 01 Fp



20

５ - ４）AC 電気特性

5-4 -1）Read  Cycle

5 -4 -2）Wri te  Cyc le

5 -4 -3）Othe r  Ti mings

号記 目項 小最 準標 大最 位単

T RA #DRotdetressA#SC,0A ↓ 0 － － sn

T AR #DR ↑ detageN#SC,0Aot 0 － － sn

T RR htdiWesluP#DR 05 － － sn

T DR #DR ↓ detressA7-0BDot － － 05 sn

T DA detressA7-0BDot#SC,0A － － 05 sn

T FD #DR ↑ gnitaolF7-0BDot 01 － － sn

T YCR emiTelcyCdaeR 001 － － sn

号記 目項 小最 準標 大最 位単

T WA #RWotdetressA#SC,0A ↓ 0 － － sn

T AW #RW ↑ detageN#SC,0Aot 0 － － sn

T WW htdiWesluP#RW 05 － － sn

T WD #RWotdetressA7-0BD ↑ 05 － － sn

T DW #RW ↑ emiTdloH7-0BDot 0 － － sn

T YCW emiTelcyCdaeR 001 － － sn

号記 目項 小最 準標 大最 位単

pT W htdiWesluPwoL/hgiHKLC 04 － － sn

T YC emiTelcyCKLC 001 － － sn

T SER htdiWhgiHteseR 4 － － KLC
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図 5-1）読み出しタイミング

図 5-2）書き込みタイミング

図 5-3）クロック入力

図 5-4）リセット入力

TRCYTAR
TRR TRA

TDFTRD
TAD

A0,CS#

RD#

DB0-7

TWCYTAW
TWW TWA

TWDTDW

A0,CS#

WR#

DB0-7

TPW TPW

TCY

CLK

TRES

RESET
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《本データブックに関する注意》

１）本データブックに記載された内容は、機能・設計・技術等の変更により、予告することなく変更されることがあります。

２）ここに記載されている回路例等は説明のために参考として示しているもので、使用に起因する損害、又は特許権その他の権利の

侵害に関しては、当社は一切その責任を負いません。

５ - ５）パッケージ外形図及びはんだ付け条件

SSK82C79 は図 5-5）の様に 44 ピンプラスチックフ

ラットパッケージです。基板に半田付けするための推奨

パッド寸法は図 5-6）に示します。

半田付けの推奨条件を表 5-5）に示します。部分加熱

とはＩＣのピン部分だけを熱して半田付けを行う方法で

す。温度管理を正確に行ってください。

�最近は生産性を上げるために、クリーム半田を塗布

した基板にＩＣを載せ、基板全体を加熱して半田付けを

行う、全体加熱法が取り入れられることが多くなりまし

た。この時は、IC パッケージに進入してくる水分にも

気を付けなければなりません。

SSK82C79は外形寸法が小さいため、室内に裸のまま

放置しておくと、室内の湿気を吸収します。それを全体

加熱方で半田付けをすると、吸収された水分がパッケー

ジ内で急速に蒸発し、パッケージにひびを入れたり、場

合によっては破損してしまったりします。それを防ぐた

めに、次の注意を守ってください。

１）メーカーのアルミラミネート製のドライパックに、

熱圧着で封入されたものは１年以上放置しても問題

は有りません。

２）ドライパック開封後は、25℃, 65% Rh以下のところ

に置き、７日以内にはんだ付けをしてください。

３）それ以上外気に触れた場合、125℃で 10時間のプリ

ベークをしてから、はんだ付けしてください。

表 5-5）はんだ付け推薦条件

分区 式方け付田半 件条薦推

法熱加分部

てご田半

：度温クーピ 003 ）度温部ドーリ（℃
：間時 01 内以秒

ムービ光

熱加ザーレ

アエトッホ

法熱加体全

グンリダルソ・ブーエウ ：度温クーピ 062 ）度温田半融溶（℃
：間時 01 内以秒

ロフリ風温／ロフリ線外赤 ：度温クーピ 032 ）度温面表ジーケッパ（℃
012 ：間時の上以℃ 03 内以秒

ロフリ・ズーェフ・ーパーベ ：度温クーピ 512 ）度温面表ジーケッパ（℃
002 ：間時の上以℃ 04 内以秒
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図 5-5）SSK82C79 外形図
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５ - ６）回路例 -  ISA バス搭載例
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図 5-7）鉛フリー製品外形図

図 5-8）赤外線リフロプロファイル

５ -　６）鉛フリー製品外形図及び半田付け条件

SSK82C79 は 2009年出荷の物から順次、鉛フリー

製品となっていきます。その物には白い丸点で鉛フリー

マークが付きます。

外形はピン先端までの寸法が若干小さくなっていま

す。図5-6）推薦基板パターンはそのまま使えます。

ドライパック開封後、７日以上たった時のベーキング

は125℃ 20～72時間としてください。以前の10時間以

上より長時間となります。

赤外線リフロ温度は、鉛フリーハンダ対応ということ

で、以前より高温に耐えられるようになっています。
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